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（1）  第528号（改版第31号） 2017年（平成29年）婦人ひめじ

4
月
8
日
㈯
、
姫
路
城
三

の
丸
広
場
に
お
い
て
観
桜
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は

岩
田
会
長
が
鏡
開
き
に
参
加

し
ま
し
た
。

観
桜
会

観
桜
会

3
月
8
日
㈬
、
10
時

か
ら
、
大
手
前
通
り
周

辺
を
重
点
的
に
、
ク

リ
ー
ン
作
戦
を
実
施
し

ま
し
た
。
姫
路
の
ま
ち

を
美
し
く
す
る
た
め

に
、
会
員
が
力
を
合
わ

せ
、
き
め
細
か
く
ゴ
ミ

を
集
め
ま
し
た
。

美
化
活
動
ク
リ
ー
ン
作
戦

姫路市連合婦人会合併記念の桜です
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2
月
26
日
㈰
、世
界
遺
産
姫
路
城
マ
ラ
ソ
ン
2
0
1
7
が
開
催
さ
れ
、姫

路
市
連
合
婦
人
会
は
、
昨
年
と
同
様
に
ラ
ン
ナ
ー
の
方
々
に
甘
酒
を
提
供

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま
し
た
。今
回
は
、
東
御
屋
敷
跡
と
大
手
前

公
園
の
2
箇
所
で
甘
酒
を
提
供
し
ま
し
た
。「
大
変
お
い
し
く
て
疲
れ
が
と

れ
ま
し
た
。」と
、と
て
も
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
年
度
ス
タ
ー
ト

新
年
度
ス
タ
ー
ト

第
3
回

世
界
遺
産
姫
路
城
マ
ラ
ソ
ン 

2
0
1
7

第
3
回

世
界
遺
産
姫
路
城
マ
ラ
ソ
ン 

2
0
1
7

ご
あ
い
さ
つ

岩
田
　
稔
恵

会
員
の
皆
様
に
は
、
い
つ
も
婦

人
会
活
動
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

今
年
度
よ
り
三
期
目
の
会
長

に
選
ば
れ
た
岩
田
稔
恵
で
ご
ざ

い
ま
す
。こ
れ
ま
で
同
様
、
三
期

目
も
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。学
び
の
場
を
た
く
さ
ん

持
ち
、
よ
り
実
の
あ
る
連
合
婦
人

会
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。皆
様
、
是
非
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

4
月
14
日
㈮
、
婦
人
会
活
動
室

に
お
い
て
、
姫
路
市
連
合
婦
人
会

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。会
長
あ

い
さ
つ
に
続
き
、
平
成
28
年
度
の

事
業
報
告
と
収
支
決
算
報
告
が
あ

り
、
平
成
29
年
度
の
事
業
計
画
と

収
支
予
算
が
承
認
さ
れ
た
後
、
新

役
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

新
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

会
　
　
長
　
岩
田
　
稔
恵（
豊
富
）

副
会
長
　
河
南
眞
稚
子（
中
寺
）

　
　
　
　
　
稲
田
　
恵
子（
広
峰
）

　
　
　
　
　
山
田
　
福
美（
余
部
）

書
　
　
記
　
豊
田
多
恵
子（
水
上
）

　
　
　
　
　
東
山
　
昌
代（
城
西
）

会
計
監
査
　
竹
中
　
安
美（
四
郷（
見
野
）
）

外
部
監
査
　
有
馬
　
妙
子

 

交
代
の
理
事

赤
松
千
賀
子
↓
稲
田
恵
子（
広
峰
）
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地
域
消
費
者
学
習

ま
ち
美
化
視
察
研
修

姫
路
市
青
少
年

健
全
育
成
市
民
大
会

ポ
�
プ
サ
�
カ
ス

姫
路
公
演

子
育
て
応
援
ネ
�
ト

全
県
大
会

生
活
学
級

合
同
修
了
式

飼
料
米
生
産
活
用

協
議
会
講
演
会

1
月
25
日

㈬
、
地
域
消

費
者
学
習
で

京
都
の
甘
春

堂
を
訪
問

し
、
和
菓
子

作
り
を
体
験

し
ま
し
た
。材
料
は
す
べ
て
準
備

さ
れ
て
ま
し
た
の
で
、
手
順
よ
く

作
る
事
が
出
来
ま
し
た
。た
だ
、
出

来
栄
え
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
。味
は
、

み
ん
な
一
緒
で
、
美
味
し
か
っ
た

で
す
。

2
月
11
日
㈯
、姫
路
駅
東
・
キ
ャ

ス
テ
ィ
21
で
開
催
さ
れ
て
い
る

ポ
ッ
プ
サ
ー
カ
ス
姫
路
公
演
か
ら

招
待
を
受
け
、
岩
田
会
長
は
じ
め

理
事
全
員
で
観
賞
し
ま
し
た
。迫

力
の
あ
る

至
高
の
パ

フ
ォ
ー
マ

ン
ス
に
感

動
の
ひ
と

時
を
過
ご

し
ま
し
た
。

2
月
14
日

㈫
、
兵
庫
県

県
公
館
に
お

い
て
子
育
て

応
援
ネ
ッ
ト

が
開
催
さ

れ
、
岩
田
会

長
を
含
め
5
名
で
、
参
加
し
ま
し

た
。2

月
16
日
㈭
、
キ
ャ
ス
パ
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
生
活
学
級
合
同
修

了
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

各
校
区
の
生
活
学
級
の
代
表
者

が
、
石
見
市
長
か
ら
修
了
証
書
を

受
け
取
っ
た
後
、
一
年
間
の
発
表

を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
消
費
生
活
講
演
会
と

し
て
、
生
物
学

者
の
池
田
清
彦

氏
に
よ
る
「
ほ

ん
と
う
の
環
境

問
題
」
と
題
し

た
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。

2
月
17
日
㈮
、

じ
ば
さ
ん
ビ
ル

に
お
い
て
、飼
料

用
米
を
活
用
し

た
鶏
卵
を
推
奨

し
て
い
る
協
議

会
に
よ
る
講
演

会
に
、岩
田
会
長

他
婦
人
会
員
多

数
が
参
加
し
ま

し
た
。

2
月
2
日
㈭
、
ひ
め
じ
の
ま
ち

を
美
し
く
す
る
協
議
会
の
会
員
と

し
て
、
岩
田
会
長
を
含
め
5
名
で

参
加
し
ま
し
た
。

吹
田
市
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
と
兵

庫
楽
農
生

活
セ
ン

タ
ー
を
見

学
し
ま
し

た
。
吹
田

市
資
源
リ

サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
で

は
、
施
設
の

利
用
に
つ
い

て
吹
田
市
民

以
外
も
無
料

と
い
う
こ
と

に
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
で
、
食
品
ロ
ス
を

出
さ
な
い
よ
う
に
、
心
が
け
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

1
月
28
日
㈯
、
市
民
会
館
で
行

わ
れ
た
青
少
年
育
成
市
民
大
会
に

出
席
、
市
内
か
ら
選
出
さ
れ
た
15

校
の
中
学
生
が
、
自
己
の
考
え
や
、

こ
れ
か
ら
生
き
て
い
こ
う
と
す
る

自
分
自
身
の
心
構
え
、
友
と
共
に

次
の
時
代
を
築
い
て
行
く
目
的
な

ど
の
主
張
を
発
表
し
、
大
変
感
動

し
ま
し
た
。な
お
、
最
優
秀
賞
に
は

白
鷺
中
一
年
生
の
長
谷
川
柚
果
さ

ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
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国
際
交
流
研
究
会

市
制
記
念
式

熊
本
復
興
を
願
っ
て

社
協
豊
富
支
部
の
子
育
て
事
業

に
、
私
達
婦
人
会
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

年
度
末
に
子
ど
も
達
に
渡
す
修

了
証
を
今
年
は
、
く
ま
モ
ン
に
し

ま
し
た
。

熊
本
復
興
を
願
い
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
メ
ン
バ
ー
で
楽
し
く
折
り
紙

で
く
ま
モ
ン
を
折
り
上
げ
、
メ
ダ

ル
が
完
成
し
ま
し
た
。

3
月
24
日
㈮
、
首
に
メ
ダ
ル
を

か
け
な
が
ら
、「
よ
く
が
ん
ば
り
ま

し
た
ね
」の
こ
と
ば
に
、
子
ど
も
達

は
、「
あ
り
が
と
う
」
と
喜
ん
で
い

ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
楽
し
く
事

業
に
参
加
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。　
　
　
　  

（
岩
田
稔
恵
）

▲先生との
　おしゃべりが
　楽しい！！

折り紙で出来た
くまモン！！

3
月
12
日
㈰
、
皮
革
フ
ェ
ア
を

開
催
。春
の
日
ざ
し
の
中
、
地
場
産

業
で
あ
る
姫
路
の
皮
革
を
求
め
て

多
く
の
来
場
者
で
あ
ふ
れ
る
中
、

訓
夢
会
の
津
軽
三
味
線
で
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
。見
野
の
郷
交
流
館
で
は
、

恒
例
の
岩
田
健
三
郎
先
生
の
似
顔

絵
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
毎
年
訪
れ

る
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
姿
が
多
く
み
ら

れ
ま
し
た
。皮
革
に
描
か
れ
た
先

生
の
め
ず
ら
し
い
作
品
も
展
示
さ

れ
ま
し
た
。お
食
事
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
女
性
パ
ワ
ー
全
開
の
茶
が
ゆ
、

田
楽
の
ふ
る
ま
い
も
訪
れ
た
方
の

笑
顔
を
誘
い
ま
し
た
。（

竹
中
安
美
）

校
区
婦
人
会
だ
よ
り

校
区
婦
人
会
だ
よ
り

四
郷（
見
野
）校
区

皮
革
フ
ェ
ア

世
界
へ
発
信

い
き
い
き
百
歳
体
操
&

か
み
か
み
百
歳
体
操

3
月
24
日
㈮
、
溝
口
公
民
館
に

集
ま
っ
て
百
歳
体
操
と
茶
話
会
を

行
い
ま
し
た
。

平
成
27
年
の
8
月
か
ら
毎
週
月

曜
日
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

昨
年
12
月
5
日
に
は
、
姫
路
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
取
材
が
あ
り
、

ウ
イ
ー
ク
リ
ー
ひ
め
じ
で
放
映
さ

れ
ま
し
た
。

1
週
間
に
一
度
集
ま
っ
て
の
体

操
は
、
百
歳
ま
で
も
自
分
の
力
で

生
活
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
の
事

で
す
が
、
体
操
の
後
に
み
ん
な
で

一
緒
に
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
頂

く
お
茶
は
、
お
互
い
の
近
況
を
語

り
合
う
、
楽
し
い
交
流
の
場
に
な

っ
て
い
ま
す
。　  

（
河
南
眞
稚
子
）

中
寺
校
区

豊
富
校
区

2
月
8
目
㈬
、
花
の
北
市
民
広

場
に
お
い
て
、「
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
」
を
行
い
ま
し
た
。生
活

学
級
の
中
で
、
毎
年
楽
し
み
に
さ

れ
て
い
る
講
座
で
す
。講
師
は
三

木
等
先
生
。

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
・
ガ
ー
ベ
ラ
・

ス
イ
ト
ピ
ー
な
ど
色
と
り
ど
り
の

花
を
た
く
さ
ん
用
意
し
て
い
た
だ

き
、
学
級
生
22
名
が
和
気
あ
い
あ

い
と
作
品
を
作
り
ま
し
た
。

寒
い
所
に
置
い
て
水
を
て
い
ね

い
に
や
っ
て
い
る
と
、1
ヶ
月
ほ
ど

春
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
名
村
ア
ツ
子
）

▲

3
月
7
日
㈫
、

ひ
ょ
う
ご
女
性
交

流
館
で
、
姫
路
赤

十
字
病
院
の
副
部

長
　
高
原
美
貴
氏
の「
ヨ
ル
ダ
ン
・

ハ
シ
ミ
テ
王
国
に
お
け
る
　
中
東

地
域
紛
争
犠
牲
者
支
援
事
業
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
の
お
話
を
聴
き

ま
し
た
。「
赤
十
字
募
金
」
で
こ
の

活
動
が
で
き
て
い
る
と
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

4
月
3
日
㈪
、
文
化
セ
ン
タ
ー

小
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
平
成
29
年

姫
路
市
制
記
念
式
に
参
加
。記
念

講
演
で
は
「
姫
路
か
ら
世
界
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
〜
女
性
を
輝
か
せ
る

テ
ク
ニ
ッ
ク
」と
題
し
て
、
眞
鍋
政

義
氏
が
講
演
さ
れ
ま
し
た
。世
界

で
活
躍
す
る
一
流
の
選
手
達
の
努

力
と
気
概
団
結
力
、
信
じ
合
う
力

の
重
要
性
を
聞
き
、
い
つ
ま
で
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

心
が
大
切
、
そ
し

て
輝
く
女
性
で
あ

り
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

水
上
校
区

春
の
花
で
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

生
活
学
級

生
活
学
級
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5月13日㈯
 

5月15日㈪
5月19日㈮

  
5月29日㈪

　
6月 5 日㈪
6月 8 日㈭
7月 7 日㈮
9月 2 日㈯

お城まつり市民パレード
　 〃 　 　総おどり
兵庫県連合婦人会総会
赤十字のつどい
災害実践訓練
消費者月間街頭
啓発キャンペーン
地球と共生・環境の集い
兵庫県婦人大会
福祉推進委員会
県バレーボール大会

今後の活動予定

城

西

1
月
22
日
㈰
、
城
西
小
体
育
館

で
、
女
性
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
主
催
の

輪
な
げ
大
会
を
実
施
。毎
年
、
各
町

別
対
抗
で
人
数
制
限
が
あ
り
、
付

き
添
っ
て
来
ら
れ
た
大
人
の
方
や

子
供
達
が
投
げ
た
く
て
も
投
げ
ら

れ
な
い
の
で
、
今
年
は
6
人
制
に

変
更
し
ま
し
た
。沢
山
の
グ
ル
ー

プ
が
出
来
、
順
番
も
早
く
回
り
喜

ば
れ
ま
し
た
。輪
が
入
ら
な
け
れ

ば
（
人
生
と
重
ね
）
こ
ん
な
ハ
ズ
で

は
な
か
っ
た
と
溜
息
が
出
て
、
入

れ
ば
拍
手
が
響
く
、
真
冬
の
寒
い

体
育
館
も
熱
気
に
包
ま
れ
た
一
日

で
し
た
。　
　
　
　  

（
東
山
昌
代
）▲衣笠副会長より栄えの表彰

広

峰

1
月
25
日
㈬
、
26
日
㈭
の
2
日

間
、
女
性
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
の

一
環
と
し
て
、
寶
角
先
生
の
ご
指

導
の
も
と
、
初
釜
を
体
験
し
ま
し

た
。お
茶
室
に
入
っ
て
来
て
、
正
座

を
し
て
い
る
子
供
達
の
姿
は
緊
張

そ
の
も
の
で
し
た
が
、
先
生
の
お

話
を
聞
き
な
が
ら
、
姿
勢
を
正
し

た
り
、
お
菓
子
に
続
き
お
抹
茶
を

い
た
だ
く
時
に
は
、
時
折
り
笑
顔

も
見
ら
れ
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

初
釜
と
い
う
日
本
古
来
の
伝
統
行

事
が
、
子
供
達
に
よ
り
、
ず
っ
と
続

く
事
を
願
っ
た
一
日
で
し
た
。

（
南
川
美
良
子
）

輪
な
げ
大
会

校
区
婦
人
会
で
は
、
地
域
内
の
女
性
に
よ
る
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
活
動
の
推
進
を
図
る
た
め
に
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

女
性
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

女
性
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

幼
稚
園
児

小
学
6
年
生
の
初
釜

余

部

▲お抹茶の味は如何？

2
月
14
日
㈫
、
余
部
公
民
館
で

食
の
安
全
・
安
心
を
テ
ー
マ
に
男

女
参
画
で
の
ソ
ー
セ
ー
ジ
作
り
を

実
施
。添
加
物
を
一
切
使
わ
な
い

生
の
豚
肉
に
調
味
料
を
加
え
、
腸

に
詰
め
る
難
し
さ
。ち
ょ
っ
と
力

を
入
れ
る
と
横
に
は
み
出
し
、
完

成
後
、
男
女
共
に
楽
し
い
雰
囲
気

で
試
食
も
兼
ね
て
反
省
会
を
し
ま

し
た
。　
　
　
　  

（
片
岡
美
恵
子
）

男
女
参
画
ソ
ー
セ
ー
ジ
作
り

▲おいしいソーセージね！！

「人間を救うのは、人間だ」
－５月は「赤十字運動月間」です－

日本赤十字社は「人間のいのちと健
康、尊厳を守る」ことを目的として、世
界各国の赤十字社とともに、紛争や災
害、病気で苦しんでいる人々に救いの
手をさしのべています。また、国内で
も地震や台風などの被災者の救援活
動や、医療、献血、福祉などの幅広い分
野で活動を続けています。
これらの人道的活動は赤十字の理念や活動にご賛同いた

だく、赤十字会員の皆様や寄付者の方々の温かい善意に支
えられています。
運動期間中、皆様のご家庭に日本赤十字社の奉仕団員や

町内会の方が訪問されましたら、赤十字の活動にご理解い
ただき、活動資金へのご協力をお願いいたします。

姫路市役所地域福祉課内 日赤姫路市地区　
☎２２１－２３０４問い合わせ先
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だよりだより

◎テ ー マ

◎応募資格
◎募集期間
◎応募方法

◎応募点数
◎作品規定

◎注意事項

◎　 賞
◎展　　示
◎応 募 先

豊かで活力ある男女共同参画社会の実現に向けて、男女共同参画をテーマにした写真展を男女共同参画週間に合わせて実施します。

「私の大切な人が活躍している写真」を募集します。
例えば、・男性（女性）が多いとされる職業や活動などで女性（男性）が活躍している写真
　　　　・男性が育児や家事・介護をしている写真
姫路市内に在住、通勤または通学している方
平成29年5月19日㈮必着
〈郵送・持参の場合〉2Lサイズ（127㎜×178㎜）にプリントした作品（白黒、カラーいず

れも可）と「住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号、連絡先、作
品のタイトル、作品のコンセプト（簡単な説明）」を記入したものを
添えて、下記の応募先まで郵送または持参してください。

〈ホームページから〉あいめっせホームページの応募フォームからご応募ください。
データでの応募は、JPG形式で2MB程度でお願いします。

1人2点まで
・応募者本人が撮影したものであること。　・未発表のものであること。
・画像加工（色味の変更、画像の合成等）をしていないものであること。
・人物等の被写体等に関する肖像権については、あらかじめ応募者の責任において撮影、公開の承諾を得てください。
・応募作品の著作権は応募者に帰属し、使用権は主催者に帰属します。
・応募作品は展示、情報誌及び姫路市ホームページ等への掲載など、姫路市男女共同参画推進センター事業に使用します。
・入選作品のデータまたはフィルム等は、写真展示のため後日お借りします。　・応募作品は原則として返却しません。
・応募作品は全点展示する予定ですが、写真展の趣旨に合わない作品については展示しない場合があります。
・入賞者には記念品（5千円分の図書カード）を進呈します。　・写真パネル（パネルにした入賞作品）を年度末に進呈します。
期間：6月23日㈮～7月7日㈮ ／ 場所：イーグレひめじ1階および3階
姫路市男女共同参画推進センター“あいめっせ”「あいめっせ写真展」係
〒670-0012　姫路市本町68番地290 イーグレひめじ3階
TEL（079）287-0803　FAX（079）287-0805　　ホームページ http://www.city.himeji.lg.jp/i-messae/

「第５回あいめっせ写真展」「第５回あいめっせ写真展」「第５回あいめっせ写真展」

男性向け育児啓発冊子『パパの教科書』を作成しました。
「育児に関わりたくても具体的に何をすればよいか分かりにくい」という男性の声に応え、
男性の積極的な育児参加を支援することを目的に啓発冊子『パパの教科書』を作成しました。
平成28年に姫路市が実施した「男女共同参画に関する市民意識調査」によると、男性では夫
婦が同じくらいに育児・しつけを分担することが理想であると7割近くが答えていますが、実際
に分担できていると答えたのは4割程度にとどまっています。

男性が積極的に家事・育児に参加できる社会の実現は、現在の日本社会が抱える労働力不足や少子高齢化といった問題を解
決する可能性を持っているとも言えます。
今回作成した冊子は、新しくパパになった方を対象に、写真やイラストを多く配置し、男性でも気軽に手に取っていただけ
るようデザインに配慮しました。

【問い合わせ】　姫路市男女共同参画推進課　　℡079-287-0803詳しくは 姫路市　パパの教科書 検　索

2017年（平成29年） 第528号（改版第31号）  （6）婦人ひめじ


